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オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
（
中
学
生
８
人
、
高

校
生
２
人
）
は
１
月
８
日
か
ら
　
日
ま
で
の
日
程
を
終
え
、
無
事
帰
国
し

１８

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が
山
田
湾
に
漂
着

し
た
と
い
う
史
実
が
縁
で
始
ま
っ
た
同
国
へ
の
派
遣
も
、
今
年
で
　
回
目
。

１５

生
徒
　
人
は
友
好
都
市
ザ
イ
ス
ト
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授

１０

業
体
験
を
通
じ
、
現
地
の
人
た
ち
と
友
情
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
生
徒
た
ち
の
体
験
談
と
併
せ
、
交
流
の
模
様
を
引
率
の
山
田
中
学
校

の
小
松
山
浩
樹
教
諭
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
山
田
中
学
校
の
井
口
亘
副
校
長
を

団
長
と
し
た
、
豊
間
根
中
・
山
田
中

の
２
年
生
８
人
と
山
田
高
の
２
年
生

２
人
、
引
率
者
３
人
の
山
田
町
ジ
ュ

ニ
ア
海
外
使
節
団
　
人
は
、
１
月
８

１３

日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
、
友
好

１８

１１

都
市
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
１
月
８
日
、
オ
ラ
ン
ダ
に
向
け
元

気
に
山
田
町
を
出
発
し
た
使
節
団
は
、

９
日
夕
方
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
に
到
着
。
空
港
で
は

国
際
交
流
団
体
ホ
フ
ラ
イ
ス
の
ス

テ
ィ
ン
ス
マ
会
長
と
ハ
ー
グ
市
に
住

む
コ
ニ
ー
さ
ん
夫
妻
、
ガ
イ
ド
の
山

口
 千
  真
 さ
ん
が
、
私
た
ち
を
温
か
く

ち
 

ま

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
日
は
、
授
業
に
参
加
す
る
ザ
イ

１０
ス
ト
市
の
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
へ
。
校
内
を
案

内
さ
れ
た
後
、
盛
大
な
歓
迎
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
ザ
イ
ス
ト

市
役
所
を
表
敬
訪
問
。
ヤ
ン
セ
ン
市

長
か
ら
歓
迎
を
受
け
た
ほ
か
、
ザ
イ

ス
ト
市
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
同
市
に
あ
る
ザ
イ
ス
ト
城
を
見

学
し
、
中
世
時
代
の
美
し
い
建
造
物

に
心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
、
Ｃ

Ｌ
Ｚ
校
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

顔
合
わ
せ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ

引率の小松山 浩  樹 教諭
ひろ き

オランダ王国
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フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
大
勢
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ビ
デ

オ
で
山
田
の
各
学
校
を
紹
介
し
た
後
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
し
て
き
た

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」を
生
徒
全
員

で
披
露
。
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
両
校

の
生
徒
ら
は
、
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
で

さ
ら
に
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
日
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一

１５
日
過
ご
し
た
一
行
は
、
翌
　
日
に
は

１６

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
と
の
お
別

れ
。
海
を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
友

と
の
別
れ
は
つ
ら
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
「
ア
ン
ネ
の
家
」
を

見
学
し
た
使
節
団
は
、
ス
キ
ポ
ー
ル

空
港
へ
到
着
。
多
く
の
出
会
い
や
思

い
出
を
心
に
刻
み
、
遠
く
離
れ
た
地

で
掛
け
替
え
の
な
い
友
を
得
て
、
オ

ラ
ン
ダ
を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

１月８日…本町出発　９日…アム

ステルダム着　１０日…ＣＬＺ校で

歓迎セレモニー／ザイスト市役所

表敬訪問／ザイスト城見学／ホー

ムステイ先へ（１５日までザイスト

市内でホームステイ）　１１日～１２

日…ＣＬＺ校の授業に参加　１３日

…アムステルダム日本人学校訪問

／国立博物館、ゴッホ美術館見学

１４日…在蘭日本大使館表敬訪問／

コニーさん宅でランチ／ザーンセ

スカンス風車村見学／ＣＬＺ校お

別れパーティー　１５日…終日ホス

トファミリーと過ごす　１６日…ア

ンネ・フランクハウス／アムステ

ルダム発　１８日…帰町

主な行動日程

ぞ
れ
の
滞
在
先
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
翌
　
日
と
　
日
は
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
の
授

１１

１２

業
に
参
加
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
学
ん
だ
英
語
や
オ
ラ
ン
ダ

語
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
、
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
日
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
日
本

１３
人
学
校
を
訪
問
し
、
異
国
の
地
で
日

本
語
で
の
交
流
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
　
日
は
、
ハ
ー
グ
市
の
在
蘭
日
本

１４
大
使
館
を
訪
問
。
昼
食
は
コ
ニ
ー
さ

ん
宅
で
伝
統
の
家
庭
料
理
を
ご
ち
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
ザ
ー
ン
セ
ス
カ
ン
ス
の

「
風
車
の
村
」を
見
学
し
ま
し
た
。
夕

方
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
で
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ

ま
し
た
。
学
校
関

係
者
や
ホ
ス
ト

異国に住む同胞に
頑張ることを学ぶ

山田高　荒川 奈  津  美 さん
な つ み

　私は、今回の海外派遣で「頑

張る」ことについて学んできま

した。アムステルダムの日本人

学校を訪問した時、この学校に

通う皆さんが「日本に戻ってからも学校生活を頑張りたい」

と話していました。さまざまな事情があって現在、日本か

ら遠く離れたオランダで暮らし、一生懸命に学校生活を

送っている皆さんが、日本に戻ってからも「頑張りたい」

と思っていることをとても素晴らしいと思いました。日本

に住む私もこの学校の皆さんに負けないくらい頑張らなけ

ればと強く感じました。この体験を生かして残りの学校生

活を過ごしていきたいと思います。

生徒を成長させた
異文化の交流事業
ジュニア海外使節団団長

井 口　  亘 山田中副校長
わたる

　１月８日から１８日までの１１日

間、私たち海外使節団をオラン

ダに派遣させていただきまして

ありがとうございました。そし

て、この素晴らしい交流事業が今回で１５回目を迎えたとい

うことに対して、あらためて山田町に敬意を表したいと思

います。

　今回の主な訪問先であるザイスト市のＣＬＺ校では盛大

な歓迎を受けました。また、１１日から２日間参加した授業

でも、ホームステイ先の生徒と一緒にゴッホの絵をなぞっ

て版画で作ったり、インターネットを使って山田の生徒が

日本らしい写真を、ザイストの生徒がオランダらしい写真

を選びお互いの交流の証となる写真集を作ったりするなど、

ＣＬＺ校の私たち使節団に対してのきめ細かい配慮や気遣

いが感じられ、生徒たちも楽しんで授業に参加できたので

はないかと思っています。

　また、本交流事業の中心となる一般家庭へのホームステ

イでは、言葉や文化が違うとどんなに大変なことなのかと

いうことを、実際にホームステイをしてみて体感しました。

言葉が通じない中で、自分の想いをどうやって相手に伝え

るのか。あらためて「伝える」ことの大切さを実感できま

した。生徒たちも初めは悪戦苦闘していたようですが、片

言の英語と手振り身振りで自分の意思を伝えようと努力を

していました。そのかいあってか徐々に相手に伝わってい

たようでした。１０人の生徒たちは、確実にこの体験でたく

ましく成長したと感じています。この貴重な経験を、多く

の人たちにも伝えていきたいと考えております。

皆さんの親切さで
素直になれた自分

山田高　斉 藤　  潤 君
じゅん

　今回の研修は、多くのことを

学び成長できた旅でした。私は

人見知りなため、最初は使節団

の仲間やオランダの方々と話す

ことができませんでした。しかし、皆さんが親切に接して

くれたことで自分自身も素直になれ、学校訪問した際には

臆することなく会話ができました。また、ホームステイ先

でも、言葉は違ってもいろいろと語り合うことができ、自

分の中で変化を感じ取ることができました。お別れの時、

今までの自分ではできなかったエールをみんなの前で贈り

ました。これが感謝の気持ちでした。今後は、この経験を

生かし前進していきたいと思います。
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異国の景観に触れ
山田の良さ再認識

山田中　菊 池 美  紀 さん
み き

　今回のオランダ派遣では、街

全体が一つのレンガ造りの建物

に思えるような非常に温かみの

ある街並みに触れました。その

一方で、ビルやサッカースタジアムなどの近代的な建物は、

アートにこだわっていて対照的に感じました。その景観を

保っているのもオランダの景観に関する厳しい規則を守る

努力があるからだと思います。この派遣を通じてオランダ

の人々が自分の国に誇りを持っていることを感じ、それと

同時に日本そして山田の良さも再認識できました。日本を

離れ、オランダで過ごした日々は掛け替えのないものであ

り、この体験を将来につなげていきたいと思います。

ＣＬＺ校での授業
文化の違いに驚く

山田中　佐々木　 澪 さん
みお

　私は、オランダザイスト市に

あるＣＬＺ校で３つの相違点に

驚きました。まず一つは授業で

の挙手の仕方です。日本では手

を挙げますが、こちらでは人差し指を立てて発言していま

した。二つ目は授業のたびに教室が変わることです。日本

では、音楽や体育以外に教室を移動しないので、貴重な体

験ができました。最後はみんなが親切に話し掛けてくれる

ことです。廊下ですれ違うだけでも「こんにちは」などと

声を掛けてくれます。明るくフレンドリーなところがとて

も良いと思いました。言葉は通じなかったけれど、笑顔で

接して心で通じ合えたのかなと思っています。

ディスコダンスで
楽しんだお別れ会

山田中　清水野　 勇 君
いさむ

　この海外派遣の中で一番の思

い出となったのは、ホストファ

ミリーとのお別れ会でした。こ

の会では、みんなで食事をして

プレゼントを交換するくらいで終わってしまうものだと

思っていましたが、ＣＬＺ校のイングリット先生の発案で、

若者がパーティーのときに決まって踊るディスコダンスを

みんなで踊りました。最初は恥ずかしくて乗り気ではな

かったのですが、ホストフレンドから踊り方を教わりなが

ら音楽に合わせて踊りだしてみると、だんだん楽しくなっ

てきました。最後には、終わりたくないと思うくらい楽し

い思い出ができました。

①ＣＬＺ校で「ドラマ」という演劇の授業を初体験
しました／②ザイスト城の美しさに見とれる皆さん
③歓迎のお礼にヤンセン市長にタペストリーをプレ
ゼント／④鶴の折り方をＣＬＺ校の生徒に指導しま
した／⑤「風車の村」で大迫力の風車群を見学

①

⑤

④③

②
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笑顔で心通じ合い
より一層絆深める

豊間根中　 々木 柚  紀 さん
ゆ き

　オランダで過ごした８日間は

とても短く掛け替えのないもの

でした。その中で一番心に残っ

ているのがホームステイです。

最初は緊張と不安で胸が張り裂けそうでしたが、ホスト

ファミリーは私を温かく迎え入れてくれたので、気持ちが

楽になりました。言葉や文化の違いはありますが、一つだ

け共通しているものがあります。それは「笑顔」です。笑

顔で相手に接すれば絆が深まり、心が通じ合えると感じま

した。笑顔はどの国でも変わらないものだと思います。こ

れからは、海外派遣で得た経験を生かして自分自身を向上

させていこうと思います。

優しくしてくれた
ホストファミリー

豊間根中　佐々木 千  寿  瑠 さん
ち づ る

　「チヅル」。オランダでは「ヅ」

の発音があまりないため、私の

名前はとても言いにくかったよ

うです。初めてのホームステイ

は不安でしたが、私の名前を何回も呼んだり書いたりして

覚えてもらえたことがうれしくて、不安は安心感に変わり

ました。文化や言葉の違いを感じながらも楽しく過ごせた

のは、優しく接してくれたホストファミリーのおかげです。

６日間お世話になって、一度もホームシックにかかりませ

んでした。言葉は通じなくても心は通じるのだと実感しま

した。これからは、体験してきたことを生かして、周りの

人に優しくできるような人になりたいと思います。

有名な画家の絵を
間近で見学し感激

山田中　足 垣 匡  洋 君
ただ ひろ

　僕たち海外使節団は、１３日に

２つの美術館に行きました。最

初に訪れたのは「国立博物館」

です。ここでは、オランダの歴

史を描いた絵や模型が展示してありました。レンブラント

など有名な画家の絵もたくさんあり、本物を間近で見られ

て感激しました。その中で印象的だったのが、文字を書き

残すことができなかった時代に、当時の出来事を絵に描い

て残したという作品でした。次に訪れたゴッホ美術館では、

初めて知らされたことがありました。それは、ゴッホの絵

は生前にはまったく売れずに、亡くなってから売れたとい

うことです。有名な画家なのにとても残念に思いました。

海外派遣で感じた
心で通じる大切さ

山田中　佐 藤　  清 さん
きよら

　英語も話せず期待と不安を抱

きながらの出発となった海外派

遣。私が一番心配していたのが

ホストファミリーの家に泊まる

ことでしたが、出会ってすぐニコッと笑い「Ｈｉ，Ｋｉｙｏｒ

ａ」と呼んでくれた瞬間に私の中にあった不安が一瞬で消

えました。まるで家族のように接してくれたことがとても

うれしく、その優しさと笑顔は一生忘れません。言葉や文

化、習慣が違っても、心と心で通じ合うことが大切だとい

うことを実感したオランダ訪問でした。ホームステイで得

られた素晴らしい体験をみんなに伝えていきたいと思いま

す。そしてこの機会をくれた皆さんに感謝します。

自由な学校生活の
良い習慣学びたい

山田中　佐々木 七  海 さん
なな み

　日本とオランダの学校では大

きく違う点がいくつかありまし

た。その中で一番驚いたのは、

休み時間が多いことです。ＣＬ

Ｚ校では、昼休みのほかに２回休憩時間があって、その時

間にお菓子やパンを食べたりしていました。学校にも

ジュースやお菓子の自動販売機があって、日本でも設置し

てほしいと思いました。また、授業中におしゃべりをした

り手紙の交換をしても先生は怒らず、中には教科書を準備

しない人もいて、なんて自由な学校なんだと感じました。

その一方で、自ら進んで宿題をしていた生徒もいたので、

良い習慣は見習いたいなと感じてきました。

お別れパーティーで両
校一緒に「ふるさと」
を合唱（写真右）／ホ
ストファミリーに感謝
の意を込めたエールを
贈りました


